
第１１回全日本女子フットサル選手権大会 

愛知県大会 募集要項 

 

1. 名  称 第１１回全日本女子フットサル選手権大会 愛知県大会 

2. 主  催 公益財団法人愛知県サッカー協会 

3. 主  管 愛知県フットサル委員会 

4. 協  力 株式会社モルテン 

5. 期日・会場 予選ラウンド：2014年 7月 21日（月・祝）天白スポーツセンター 

        決勝ラウンド：2013年 7月 27日（日）刈谷市体育館 

6．参加資格  ①フットサルチームの場合、公益財団法人日本サッカー協会に「フットサル1 

種」、「フットサル2種」、または「フットサル3種」の種別で加盟登録した単独 

のチームであること。承認を受けたクラブを構成する加盟登録チームにつ 

いては、同一クラブ内の他の加盟登録チームに所属する選手を、移籍手 

続きなしに参加させることができる。  

②サッカーチームの場合、公益財団法人日本サッカー協会に「2種」、「3 

種」または「女子」の種別で加盟登録した単独のチームであること。承認を 

受けたクラブを構成する加盟登録チームについては、同一クラブ内の他 

の加盟登録チームに所属する選手を、移籍手続きなしに参加させること 

ができる。  

③前項のチームに所属する2002年4月1日以前に生まれた選手であるこ 

と。女子に限る。  

④外国籍選手は1チームあたり3名までとする。  

⑤チームは、愛知県在住、在勤者の選手が主体で構成されていること 

⑥引率者は当該チームを指導掌握し、責任を負うことのできる者であ 

ること。 

7．参加チームとその数 

  ①募集参加チームは、16チームとする。（先着順） 

        ②16チームに満たない場合は、競技形式を変更する場合がある。 

8．競技形式 ①予選ラウンド：16チームを 4チームずつ 4グループに分けてリーグ 

   戦を行い、各グループ 1位チームが決勝ラウンドへ進出する。 

   決勝ラウンド：4チームによるトーナメント戦を行う。 

②� 予選ラウンドにおける順位決定方法は、 

(ｱ) 勝ち点合計（勝：３、引き分け：１、負け０）） 

(ｲ) 当該チーム間の対戦結果 

(ｳ) 当該チーム間の得失点差 

(ｴ) 当該チーム間の総得点数 

(ｵ) グループ内での総得失点差 



(ｶ) グループ内での総得点数 

(ｷ) 下記に基づく警告、退場のスコアがより少ないチーム 

 ⅰ) イエローカード 1枚…1ポイント 

 ⅱ) イエローカード 2枚によるレッドカード 1枚…3ポイント 

 ⅲ) レッドカード 1枚…3ポイント 

 ⅳ) イエローカード 1枚に続くレッドカード 1枚…4ポイント 

(ｸ)抽選 

 

9．競技会規定 大会実施年度の公益財団法人日本サッカー協会フットサル競技規則に 

  よる。ただし、以下の項目については、本大会の規定を定める。 

  ①ピッチサイズ：原則として 32ｍ×18ｍ（会場次第で 40ｍ×20ｍ） 

②使用球：フットサル用ボール 

  ③競技者の数 

(1)交代要員の数：7名以内 

   (2)ベンチに入ることができる人数：10名以内（交代要員 7名以内、 

     役員 3名以内） 

④競技者の用具 

(1) シューズ：靴底は接地面が飴色もしくは白色のフットサル用シ 

 ューズのみ使用可能とする。（スパイクシューズおよ 

び靴底が着色されたものは使用できない。） 

ﾉﾝﾏｰｷﾝｸﾞｼｭｰｽﾞは会場により使用不可が決まりますの

で注意願います。 

(2)すね当て：着用のこと 

⑤試合時間 

(1)予選ラウンド：30分間（前後半各 15分間）のランニングタイ 

 ム 

    決勝ラウンド：24分間（前後半各 12分間）のプレーイングタイ 

          ム 

(2) ハーフタイムのインターバル（前半終了から後半開始まで）： 

予選ラウンド 5分間 

決勝ラウンド（準決勝および決勝）10分間 

⑥試合の勝者を決定する方法（競技時間内で勝敗が決しない場合） 

   (1)予選ラウンド：引分け 

   (2)決勝ラウンド(決勝戦を除く)：PK方式により勝敗を決定する。 

(3)決勝戦：10分間（前後半各 5分間）の延長戦を行い、決しない 

  場合は PK方式により勝敗を決定する。 

   (4)延長戦に入る前のインターバル：5分間 



   (5)PK方式に入る前のインターバル：1分間 

  ⑦本大会期間中に警告を 2回受けた選手は、次の 1試合に出場できな 

い。 

  ⑧本大会において退場を命じられた選手は、次の 1試合に出場できず 

   それ以降の処置については本大会の規律・フェアプレー委員会で決 

   定する。 

10．参加申込 ①大会エントリー票に記載しうる人員は、1チーム当たり 26名（選手   

         20名、役員 6名）とする。（エントリー票は、申し込み後、送付し 

         ます。） 

  ②参加チームは、所定の参加申込用紙（データ形式）に必要事項を入 

   力のうえ、大会事務局宛に、メール送信もしくは郵送すること。 

   申込先：愛知県サッカー協会 

             フットサル委員会女子委員長 

               山本 英雄 

               郵送先：〒491-0376一宮市萩原町串作字古川新田 106 

               ﾒ ｰ ﾙ ｱ ﾄ ﾞ ﾚ ｽ : xa57438@xd6.so-net.ne.jp               

携帯電話：携帯電話 090-8549-5985 

             申込み後、数日のうちに申込み受け入れ確認の連絡を入れ  

                    るので、連絡が無い場合、携帯電話まで確認願います。 

  ③申込締切日：データ・原紙･･･2014年 7月 5日（土）必着 

11．ユニフォーム 

①ユニフォーム（シャツ、ショーツ、ストッキング）は正のほかに副

として正と色彩が異なり判別しやすいユニフォームを参加申込書に

記載し、各試合に必ず携行すること（フィールドプレーヤー、ゴー

ルキーパーとも）。ただし愛知県大会では、正のみ１着とビブスでも

可能とする。 

②チームのユニフォームのうち、シャツの色彩は審判員が通常着用す 

る黒色と明確に判別しうるものでなければならない。 

③シャツの前面、背面に参加申込書に登録した選手番号を付けること。

ショーツにも選手番号を付けることが望ましい。 

④選手番号については 1から 99までの整数とし、0は認めない。必ず

本大会参加申込書に記載された選手固有の番号を付けること。 

  ⑤ユニフォームへの広告表示については、本協会「ユニフォーム規程」

   に基づき承認された場合のみこれを認める。ただし、ユニフォーム

   広告表示により生じる会場等への広告掲出料等の経費は当該チーム

   にて負担することとする。 

  ⑥その他の事項については本協会「ユニフォーム規程」に則る。 



12．参加費 予選ラウンド：１２，０００円 

決勝ラウンド： ５，０００円 

13．表 彰 ①優勝、準優勝、第 3位までに賞状を授与する。 

        ②優勝１チームが東海大会へ参加する。 

          2014年 9月 21日（日） 

           岐阜県／東美濃ふれあいセンター 

        ③東海大会上位２チームが全国大会へ参加する。 

          2014年 11月 ７日（金）～９日（日） 

           北海道／湿原の風アリーナ釧路 

14．組合せ 公益財団法人愛知県サッカー協会において抽選を行い、決定する。 

15．傷害補償 チームの責任において傷害保険に加入すること。 

16．その他   ①各チームの登録選手は、公益財団法人日本サッカー協会発行の選手

証（写真を貼付したもの）を試合会場に持参すること。不携帯の場

合は当該試合への出場を認めないことがある。 

②各試合の 30分前に両チームの代表者、審判員とのマッチコーディネ 

ーションミーティングを行う。 

  ③試合が一方のチームの責に帰すべき事由により開催不能または中止

   になった場合には、その帰責事由のあるチームは 0対 5またはその

   時点のスコアがそれ以上であればそのスコアで敗戦したものとみな

   す。 

 ④パワープレーを行う場合は，試合前に決定した GKユニフォームを 

着用し，背番号は変更してはならない（メンバー提出用紙の番号を 

着用する）。 

     ＧＫが負傷・退場し，控えＧＫがいないなど突発的な場合はこの限 

りではない。 

⑤試合開始予定時刻で選手が３人未満の場合は，当該チームは不戦敗 

（スコア 0-5）とし，以降の措置は大会規律委員会で決定する。 

ただし，前試合が遅れている場合は，「試合開始予定時刻」は「試 

合開始が可能になった時点」と読み替える。 

        ⑥試合開始前のチェックに間に合わない選手は，前半の出場は認めな 

い。ハーフタイムにチェックを受け，後半の出場を認める。後半開 

始後については，試合への参加を認めない。 

⑦天変地異その他 不可抗力により試合を欠場した場合は，その処置 

を本大会の規律・フェアプレー委員会で協議し処理する。 

⑧会場内外の器物破 損が発生した場合は，チームで全額を弁済する 

こととする。 

以上 


